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先週は、東日本大震災から 10 周年の日を過ごしま

した。2011 年 3 月 11 日。私はこの日、島根県の松

江にいました。そこで、面談を一日掛けてしていたの

です。そして、ちょうど、14 時 46 分頃、ドーンと

教会全体が大揺れしました。この教会は、まだクリス

マスツリーが飾られていまして、ワッサワッサと大揺

れしたのです。思わず、「おお、これはまた、神戸辺り

に、大地震が起こったのですかね……？」と話しして

いたのを思い出します。 

その後、面談を終えて、京都へ向かいました。する

と、岡山までの特急が大幅に遅れていました。さらに、

岡山から新幹線に乗りましたが、それも京都まで行き

着きません。新大阪から在来線で京都に向かいました。 
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帰り着きますと、自宅で大騒ぎでした。「パパ！！大

変な事になっている！！」と、テレビを見ながら家内

が叫んでいたことを思い出します。 

テレビの画面を見入りながら、阪神淡路大震災の時

には、ほとんど何もできませんでした。でも、46 歳に

なっていた自分として、何かをしないといけない！と

いう強い思いがわき上がりました。そして、急きょ

KCC 災害復興支援基金を立ち上げて、支援の活動を

させて頂きました。アメリカからも、Christ Church 

Choir がチームを派遣してくれて、洛都祭（らくとま

つり）を実施して、被災地に励ましのゴスペルをお届

けするようになっていきました。 

物資、軽トラ、バン、トラックを献品しました。必

死になって生き抜こうとしておられる姿に、感銘を受

けながら、できることを精一杯してきました。コンサ

ートを聞きながら、走馬灯のように思い出されました。  
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2021 年3 月14 日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

主題『目が開く！』 

説教者：藤林イザヤ 
 

《ヨハネ伝9 章の経緯》 

ヨハネ伝9 章は冒頭で、弟子と主イエスが問答する！ 

→因果律の世界観に対して、神果律、神の御業が現れるためという新しい枠組を提示

する！ 

⇒目が開かれた人は、近所の人に尋ねられるが、上手く答えられず、ファリサイ派の

人々は両親を詰問するが、責任回避の答弁に終始する！ 

 

聖書箇所 ヨハネ伝9.24-34 

 

24 さて、ユダヤ人たちは、盲人であった人をもう一度呼び出して言った。「神の前で

正直に答えなさい。わたしたちは、あの者が罪ある人間だと知っているのだ」 

25 彼は答えた。「あの方が罪人かどうか、わたしには分かりません。ただ一つ知って

いるのは、目の見えなかったわたしが、今は見えるということです」 

26 すると、彼らは言った。「あの者はお前にどんなことをしたのか。お前の目をどう

やって開けたのか」 

27 彼は答えた。「もうお話ししたのに、聞いてくださいませんでした。なぜまた、聞

こうとなさるのですか。あなたがたもあの方の弟子になりたいのですか」 

28 そこで、彼らはののしって言った。「お前はあの者の弟子だが、我々はモーセの弟

子だ。29 我々は、神がモーセに語られたことは知っているが、あの者がどこから来

たのかは知らない」 

30 彼は答えて言った。「あの方がどこから来られたか、あなたがたがご存じないと

は、実に不思議です。あの方は、わたしの目を開けてくださったのに。31 神は罪人

の言うことはお聞きにならないと、わたしたちは承知しています。しかし、神をあが

め、その御心を行う人の言うことは、お聞きになります。32 生まれつき目が見えな

かった者の目を開けた人がいるということなど、これまで一度も聞いたことがありま

せん。33 あの方が神のもとから来られたのでなければ、何もおできにならなかった

はずです」 
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34 彼らは、「お前は全く罪の中に生まれたのに、我々に教えようというのか」と言い

返し、彼を外に追い出した。 

 

 

《24-34 節の内容》 

目が開かれた人は、再びユダヤ人たちに呼び出されて審問される！ 

→どうやって癒やしを行ったのかを子細に聞き出そうとするが、最終的には罪人なの

かどうか？という問答になる！ 

⇒目が開かれた人は、もしイエスが罪人ならば、こんな神の業が現れるはずがない！

と論破してしまう！！ 

 

 

ヨハネ伝9.35-38 

35 イエスは彼が外に追い出されたことをお聞きになった。そして彼に出会うと、「あ

なたは人の子を信じるか」と言われた。 

36 彼は答えて言った。「主よ、その方はどんな人ですか。その方を信じたいのです

が」 

37 イエスは言われた。「あなたは、もうその人を見ている。あなたと話しているの

が、その人だ。」 

38 彼が、「主よ、信じます」と言って、ひざまずくと、 

 

 

＜35-38 節の内容！＞ 

主イエスは、その男がコミュニティから追放されたという事を知って近づく！ 

→主イエスを神の子、キリストと信じる信仰へと導いて行かれる！ 

⇒この男は、知らないから始まり、預言者かも？と語り、最後は 主よ！という信仰

へ深化していく！！ 
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（メッセージ・ポイント）  

① 信仰の（      ）を通して 

神様理解を深めよう！ 

 

 

Cf) 使徒言行録17.11 

11 ここ（ベレヤ）のユダヤ人たちは、テサロニケのユダヤ人よりも、素直

で、非常に熱心に御言葉を受け入れ、そのとおりかどうか、毎日、聖書を調

べていた。 
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② 主イエスとの（      ）によって、 

信仰の目を開いて頂こう！  
  

 

C f)ヨハネ伝20.27-28 

27 それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの

手を見なさい。また、あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。 

信じない者ではなく、信じる者になりなさい」 

28 トマスは答えて「わたしの主、わたしの神よ」と言った。 
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【藤林邦夫師 3 分メッセージ】 『菊の花』 
 

日本を代表する花は2 つあります。春の桜、秋の菊です。 

桜は樹木に咲く花ですから、その時にしか見えることはできません。しかし菊

は栽培されていますので、その技術の進歩によって、ほとんど通年で見ることが

できます。 

でも、やはり、秋の菊こそ、色といい、香りといい、本来の姿を生き生きと表

現しています。菊はその姿の気品の高さから、葬儀、召天式において用いられま

す。主として白菊で作られた祭壇に相対すると、そこには時間を超えた永遠の相

を見ます。 

 

「あるほどの 菊投げ入れよ 棺の中」と詠んだのは、夏目漱石です。愛する

者の死に、ふりしぼるような哀悼の意が表されています。 

「菊白く 死の髪豊かなる哀し」 これは橋本多佳子の句です。女流作家らし

く、女性のいのちともいうべき黒髪に、惜しまれてならない早すぎる死を見てい

ます。 

かつて、小西美智子姉や三木茂代姉の召天の折にも、同じ感を深くしました。

お二人とも、享年が40 代の前半でした。 

 

さらに水原秋桜子の句「わが命 菊に向いて しずかなる」は、ひっそりとし

た部屋に生けられた菊に、世のもろもろの思いを離れて、過越方や今の在り方、

そして未来へと静まっている姿が描かれています。いや、もうそういう反省も忘

れて、ただ自分の呼吸のみを感じる一時でしょうか。 

 

「静まって、わたしこそ神であることを知れ」（詩編46.10） 

「火の後に、静かな細い御声が聞こえた」（列王記上19.12） 

 

菊は、もしこういう言い方が許されるなら、神性に近い性質を持っている花で

す。つまり、接する人の心を清め、静める命の香りを放っています。菊に感じる

スピリットは、永遠性にあり、それゆえに死において用いられるのでありましょ

う。  
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★今週の予定 

17日(水) ミラクワ定期練習 10:00- アバハウス 

18日(木) BLD祈祷会 19:30- アバハウス 関 誠師（KGBC） 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：15−；30- アバハウス 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス 

       手話礼拝  11:00- アバハウス (第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス 

 

★ 3月の予定 

21日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 加瀬宣雄師 

   ミラクワ定期練習 15:00- アバハウス2階 

25日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 

28日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 聖餐式 

     ミラクワリハーサル 15:00- アバハウス4階 

31日(水) ミラクワ定期練習 10:00- アバハウス2階 

★ 4月の予定 

1日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 最後の晩餐記念 洗足式 

2日(金) 受難日映画上映会 19：30− アバハウス2階 『Son Of God』 

4日(日) イースターセレブレーション礼拝 11：00− アバハウス 

8日(木) BLD祈祷会 19：30- アバハウス 

11日(日) 創立25周年記念礼拝 11：00− アバハウス 

15日(木) BLD祈祷会 19：30- アバハウス 和田力神学生 

◆2021年3月11日のBLD祈祷会出席者数  ≪合計19名≫ 
◆2021年3月7日(日)の礼拝出席者数 ≪合計72名≫ 

  CS…4名 礼拝(ｱﾊﾞ)…33名 礼拝(Zoom)…21名 支援…14名 

 京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 
〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 
  http://www.chuochapel.com 
    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


